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研究分野： 経済政策 

科研費の分科・細目：経済政策 
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ーム ⑤ 垂直統合 
 
１．研究計画の概要 
本研究では、広く通信サービスに焦点を置

き、サービスの垂直的な各段階におけるネッ
トワーク外部性を考慮したスイッチングコ
ストを計測する。ネットワーク型サービスは、
加入して消費するという形が一般的であり、
実証分析が可能な消費データは、加入者から
のみしか得られない。従って、加入という自
己選択バイアスを取り除いた計量経済モデ
ルを構築して実証分析を行う必要がある。実
際の経済政策策定上の観点からも、理論の上
で確認されている点を実証的にも確認する
ことにより、理論が実際の政策に応用可能に
なるようにすることが必要である。本研究で
は、日進月歩で進む通信市場の各レイヤー
（垂直的レイヤー）のネットワーク効果を考
慮した実証分析を進め、今後の経済政策に資
する資料を提供することを目的としている。 
 

２．研究の進捗状況 
本研究では、これまで 2選択肢以上の加入

選択がある場合に自己選択バイアスを考慮
した 2Step推計を行うための推計モデルを構
築し通信市場の分析を行った。また、垂直統
合型の我が国の携帯電話サービスでは、サー
ビス会社を変更する際に端末の買換えや使
いなれたコンテンツサービスが使えなくな
るといったスイッチングコストが生じるた
め、これらを明示的に考慮した分析も行った。
また、サービスの水平的な側面として、携帯
電話、固定電話、インターネットサービスプ
ロバイダー、ブロードバンドアクセスサービ
ス、という 4つの電気通信サービスのスイッ
チングコストの多寡も計測した。さらに、通
信サービスを相対的に評価するために、一般

的な電気通信サービスの分析に加え、従来型
の通信手段として、郵便などの物流を基本と
した通信手段、広い意味で通信と捉えられる
人的移動を伴う直接コミュニケーション（交
通需要）も分析対象としてネットワーク効果
を考慮した実証分析を行ってきた。 
これまでの分析結果からは、ネットワーク

外部性への評価項目を入れた結果、固定電話
と郵便に対する評価が類似している点も示
唆されている。また、次世代型の固定ブロー
ドバンドサービスと次世代型の携帯ブロー
ドバンドサービスの代替性について、固定ブ
ロードバンドから携帯ブロードバンドへの
スイッチング行動を捉える分析も行った。従
来型のサービスから新サービスへスイッチ
する消費者選好に関する分析の結果、性能が
よく、価格もこなれた新サービスに対しての
評価が必ずしも従来型のサービスに対する
評価を著しく上回るわけではないことなど
が明らかとなり、スイッチングコストの存在
が示唆される結果となっている。これらは、
通信サービスへの需要が従来型のサービス
から新サービスへスイッチしていく中での
ユニバーサルサービスの在り方を議論する
際にも示唆を与える分析結果である。 
このように昨年度までの本研究の分析結

果はスイッチングコスト、ネットワーク外部
性という側面から多くの分析結果が得られ
ている。多くの分析において、それまでのサ
ービス利用状況により新サービス等への評
価が異なる（自己選択バイアスの存在）とい
う結果が得られており、これら分析結果は各
種研究会、学会等で公表している。 
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①当初の計画よりやや遅れている。 
(理由) 
通信分野、特に電気通信分野は日進月歩で

技術進展があり、当初予想していた以上に産
業構造が変化している。新しい技術は事前に
ロードマップが公開されることが一般的で、
ロードマップに示される新サービス導入時
期に合わせて、調査を行う必要性から、計画
通りに調査が進まなかったことなどがリス
ケジュールの理由である。加えて、研究成果
を学会等で報告していく中で、取り入れるべ
き分析視点の追加等があったこともリスケ
ジュールの理由の一つである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
次年度(平成 23 年度)半ばまでに、当初 3

年目(平成 22 年度)までに計画していた調査
を終了させ、分析を進めるとともに、最終的
な取りまとめを行う予定である。 
分析結果を取りまとめるにあたり、調査最

終年度にあたる平成 23 年度にも積極的な学
会等での報告を行う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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